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令和6年12月31日（火）　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：藤原　香織
	赤坂
	金井
	坂本
	藤原
	川守田
	城内
	佐藤
	菊地
	上野（夢）
	竹ヶ原

	休
	深
	休
	〇
	準
	〇
	〇
	休
	深
	〇

	永瀬
	田浦
	橘（茉）
	北城
	坂澤
	矢幅
	橋本
	土橋
	木村
	馬場

	欠
	休
	　準
	休
	休
	休
	休
	休
	　〇
	休

	春日
	奥寺
	織田
	橘（み）
	細海
	
	
	
	
	

	欠
	準
	深
	〇
	〇
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・特に無し。

＜入室状況＞
【転出】
・工藤　光様～東病棟合併症室→南病棟Aユニット123号室

＜患者様連絡事項＞
・長岡　明美様～主治医より12/31夕よりライゾデグ：25（朝）－20（夕）単位へ変更指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察実施。開放後他室侵入、私物弄り繰り返し自制できず早めの開放終了となる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。対面時は妄想言動あるも衝動性や不穏さ、過度な飲水要求無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察実施。不調の訴えあるも頓服使用せず自己対処行っている。表情冴えなさや悲観的言動持続。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。頻回な私物要求や訴え聞かれるも衝動行為無く経過。都度説明に対する理解不良さあり。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

[bookmark: _GoBack]・奈良　治隆様～身体拘束中。食事摂取時は上肢拘束解除し自力で全量摂取。再拘束拒否無く施行。拘束処遇に関する不満言動や妄想言動あるも易怒性や衝動性無く経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

